




��
Ë�›�l�;�b�> �v�Ø�ß�w�a�0�¿�I�¡�ñ�¿�ß�% �>

3   

 

 
 

�l�;�b HP �a���U�Ô�™���Ë�́ �̄ Google �ù���*�8�����%�8�•�Â�•�́ �³�Õ�Ç�¢�u  

�v
�Ë
�.
�0
�°
�‰
�´
�{
�O
�Û
	'
�{
�¯
� 
�Ç

�•
�Ç
� 
�¨
�·
�°
�g
�b
�•
�_
�v
�•
�§
�˜
�³
�{
�¨

�¸
�g

8
�ž
�Õ
�¨
�<
��
�•
�“
�b
�ž
�Ü
�±
�·
�Ù
�Ó

�°
�É
�Ò
�³
�•
�Ñ
�•
�g

P
�·
��
�’
�·
�%
�¸
�‰
�•

�´
�‹
�´
��
�’
�‹
�ž
�Ü
�±
�“
�b
�ž
�Ü
�´
�g
�¢
�Š

�Ž
�´
�Ù
�Ø
�{
�¯
�Ë
�Ò
�•
�Ç
� 
�¨
�h 

�»
�Å
�·
�Å
�•
��
�¨
�:
�Ë
�m
�²
�Ü
�³
�œ
�±
�Û

�¢
�Ô
�·
�©
�Ö
�•
�n
�±
�”
�e
�w
�³
	V
�x
�Ë
��
�Ç

� 
�¨
�•
�g�m
�•
�°
��
��
�¢
�Õ
�¹
�n
�±
�•
�•
�½
�ï

�´
�³
�Ó
�g
�v
�·
�<
��
�±
�´
�g
�‚
�·
�<
��
�®
�´

�·
�ó
�˜
�«�«
�´
�°
�·
�Ë
�L
�±
�³
�Ó
�Ç
� 
�¨
�h 

�¦
�Õ
�§
�Õ
�1
�%
�´
�ó
�4
� 
�¨
�œ
�±
�°
�e

�w
	[
�¡
�¨
�™
�•
�‹
�{
�¨
�±
�ì
�•
�Ç
�¢
�h
�»
�Å

�·
�™
�°
�‰
�•
�´
�‹
�±
�“
�b
�ž
�Ü
�±
�·
�»
�I

�•
�)
�1
�´
��
�Ç
�{
�¨
�®
�³

b
�•
� 
�Ç
�¢
�h 

�ÿ
�Õ
�… 

�v
�÷ 


¶ 

��
�…
�§
��
�õ
�x
�ß
�´
��
��
� 
�¯ 


8
�[
�È
� 
�•
�²
�‰
�«�«
��
�´
�

�Ø
�Õ
�Ç
� 

�¨
�¥
�…
�§
��
�õ
�x
�ß
�´
��
��
� 
�Ç
� 
�¨
�h 


&
�x
�°
�‡
�Ë
�`
�W
�³
�“
�§
�·
�­
�Q
��
�ñ

�

�™
�±
�•
�Ø
�Õ
�Ô
�©
�š
�‹
�{
�¯
�g
�È
�m
�³

¥

�™
��
�ñ
�°
� 
�¨
�h 

�¦
�Ë
�¦
�Ë
��
��
�¢
�Ô
�–
�{
�”
�š
�±
�³
�{

�¨
�·
�¸
�g
�.
�0
�«�ª
�‰
�´

P
�•
�ï
�l
� 
�¨
�:

�´
�g
�ð
�°
�±
�_
�r
�·
	Ù
�ª
�ó
�Ø
�¤
�Û
� 
�¯
�•

�Ô
�‡
�v
�´
�œ
�·
�

�™
�·
�™
�•
�Å
�Æ
�±
�³
�Ó

�Ç
� 
�¨
�h 

 ��
�…
�§
��
�õ
�x
�ß 

�• 
 

�Ò 
 

�Å
�Ü 

 

�¤  
 

�•  

�– 
 

�‘ 



清浄山禪興寺 花園会青壮年部・女性部会報 

 4 

 

 
 

ＨＰ（zenkoji-jyumokusou.com)では境内・七ツ森山麗の景色が楽しめます。 

住
職
は
、
宮
城
刑
務
所
の
宗
教
教
誨
師
を
長
年

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

教
誨
の
「
誨
」
と
は
「
さ
と
し
教
え
る
」
の
意

味
で
す
。 

宗
教
の
教
え
、
特
に
臨
済
禅
の
教
義
に
基
づ
い

て
、
被
収
容
者
の
悩
み
を
聞
き
、
相
談
に
の
り
、

共
に
坐
禅
や
供
養
を
行
い
ま
す
。 

又
、
亡
き
家
族
や
殺
め
て
し
ま
�
た
被
害
者
の

霊
を
弔
い
ま
す
。
各
宗
派
を
代
表
し
て
更
生
を 

後
押
し
す
る
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
で
す
。 

毎
月
の
教
誨
と
は
別
に
、
臨
済
宗
は
毎
年
お
盆

の
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会
の
行
事
を
担
当
し
て
い
ま

す
。 今

年
も
禪
興
寺
御
詠
歌
支
部
の
協
力
を
頂
き
、

無
事
円
成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
多
謝 

盂蘭盆施餓鬼会 

心
�
体
�
繋
�
�
�
教
室 

～ 御詠歌心に響く ～ 

立
冬
の
紅
葉
が
盛
ん
な
１１
月
９
日

に
初
め
て
と
な
る
お
寺
で
ヨ
ガ
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
、
国
際
的
な
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
Ｓ
先
生
で
す
。 

 

先
生
に
は
、
体
の
隅
々
ま
で
深
く
呼
吸

を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
で
、
心
と
体
を
一

体
と
し
て
整
え
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
使
わ
な
い
体
と
心
が

し
�
か
り
と
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。 

㏌宮城刑務所 
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行事への出欠確認は、欠席の場合でも班長さんまでご連絡ください。 

１． 日   時  令和８年６月８日（月）～１０日（水） ２泊３日 

２． 旅   程  下記のとおり 

３． 参 加 費  １４万円／人   

４． 申込方法 

・各地区総代又は禪興寺まで 申込書に申込金１万円を添えて提出ください。 

・地区外檀家、樹木葬会員の方は、下記の住職携帯まで 

・申込金１万円は、申込〆切必着にて現金書留又は振込願います。 

・残金 13 万円は令和８年４月３日（金）まで入金願います。 

５． 申込〆切  令和７年１２月３１日 

６． 振 込 先  ゆうちょ銀行 振替口座 記号 02250-6-134612 禪興寺 

７． お問合せ  住職携帯 080-5559-3919（留守電・ショートメッセージ） 

大本山妙心寺団体参拝ご案内 
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発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一‐

三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二‐

三
四
五‐

二
〇
六
三 

榧ノ木のご感想は電子メールでも受け付けております。 info@zenkoji-jyumokusou.com 

今
後
の
行
事
予
定 

◎
１２
月
７
日
（
日
） 

大
般
若
祈
祷
・
成
道
会 

令
和
８
年 

◎
２
月 

日
程
未
定 

涅
槃
会 

◎
３
月
２５
日
（
水
）
午
前
６
時 

境
内
墓
掃
除 

◎
６
月
８
日
（
月
）
�
１０
日
（
水
） 

妙
心
寺
遠
諱
団
体
参
拝 

編
集
後
記 

「
鬼
は
こ
わ
い
？
」 

 

佐
藤 

彰 

最
近
５
歳
の
男
の
子
の
孫
が
「
死
ん
だ

ら
僕
は
天
国
に
行
く
の
？
地
獄
に
行
く

の
？
」
と
聞
い
て
き
ま
す
。 

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
画
面
に
地
獄
の
怖
い

画
面
が
良
く
出
て
き
ま
す
が
お
寺
に
あ

り
ま
す
地
獄
絵
図
と
は
違
う
世
界
で
す
。 

ど
ん
な
ふ
う
に
答
え
た
ら
良
い
か
と

非
才
な
知
恵
を
絞
り
、
ど
こ
か
で
聞
い
た

一
説
の
「
良
い
こ
と
を
し
て
悪
い
こ
と
を

し
な
い
こ
と
だ
よ
」
※
と
住
職
様
に
な
�

た
気
持
ち
で
答
え
て
い
ま
す
。 

「
保
育
園
で
人
に
嫌
な
事
は
し
て
い

な
い
？
」 

私
も
古
希
を
過
ぎ
て
、
バ
ッ
ト
の
金
棒

を
持
�
て
笑
わ
れ
る
、
節
分
の
鬼
役
は
、

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
か
？
（
笑
） 

※
七
仏
通
誡
偈 

「
諸
悪
莫
作 

衆
善
奉
行
」 

広
報
部 

部 

長 

相
澤
敏
晴 

副
部
長 

佐
藤
彰 

部 

員 

早
坂
妙
子 

小
川
弘
吉 

花
園
会
員
の
百
寿
を
祝
し
大
本
山

妙
心
寺
管
長
猊
下
よ
り
お
祝
い
の
祝

詞
と
緋
色
の
輪
袈
裟
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
の
は
八
志
田
地
区
の 

堀
籠
國
男
さ
ん
と
堀
籠
み
つ
ゑ
さ
ん

で
す
。 

長
寿
は
ご
本
人
の
精
進
と
ご
家
族

の
愛
情
の
賜
物
で
す
。 

今
後
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。 

環
境
整
備
部
で
は
、
会
員
に
呼
び

か
け
春
秋
彼
岸
明
け
と
お
盆
後
、
年

３
回
境
内
の
墓
地
清
掃
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
活
動
開
始
よ
り
十
年
。 

近
年
で
は
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
と

供
物
の
放
置
禁
止
が
よ
う
や
く
根

付
き
、
作
業
は
、
生
花
を
お
墓
か
ら

下
げ
る
の
が
主
に
な
り
ま
し
た
。 

か
つ
て
は
ビ
ニ
ー
ル
や
生
ご
み
、

ビ
ン
、
缶
な
ど
が
散
乱
し
目
も
当
て

ら
れ
な
い
状
態
で
し
た
。 

青
壮
年
部
に
よ
る
墓
地
清
掃
の
定

着
に
よ
り
、
お
陰
様
で
墓
参
者
の
環

境
意
識
が
向
上
し
、
秩
序
あ
る
墓
地

の
環
境
が
整
�
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
墓
参
者
の
方
々
の
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。 

今
後
と
も
一
人
で
も
多
く
の
会
員

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
墓
地

の
環
境
向
上
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
多
謝 

境
内
墓
地
清
掃    

環
境
整
備
部 

by 

祝
百
寿 


